
 

 

 

個人情報保護に関する基本方針 
 

制定 ２０２２年 ４月 １日 

 

当財団は、さまざまな事業活動のなかで、会員やお取引先等みなさまの個人情報を正しく取扱う

ことが社会的責務であると認識し、以下の方針を遵守します。 

 

１．法令等の遵守 

個人情報を適正に取扱うために、「個人情報の保護に関する法律」（以下「保護法」という）、そ

の他個人情報の保護に関する諸法令および個人情報保護委員会のガイドライン等に定められた

義務を誠実に遵守します。 

また、特定個人情報を適正に取扱うために、「行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律」（以下「マイナンバー法」という）その他、特定個人情報の適正な取

扱いに関する関係諸法令およびガイドライン等に定められた義務を誠実に遵守します。 

 

○個人情報とは、保護法に規定する、生存する個人に関する情報で、特定の個人を識別できる

ものをいいます。 

○特定個人情報とは、マイナンバー法に規定する個人番号をその内容に含む個人情報をいいま

す。 

 

２．利用目的 

個人情報（特定個人情報を除く）は、利用目的をできる限り特定し、あらかじめ本人の同意を

得た場合、および法令により例外として扱われる場合を除き、その利用目的の範囲内で取扱い

ます。 

特定個人情報は、利用目的を特定し、本人の同意の有無に関わらず、利用目的の範囲を超えた

利用はしません。 

○本人とは、個人情報によって識別される特定の個人をいいます。 

 

 

３．個人情報の適正な取得と利用目的の通知等 

個人情報の取得および利用目的の通知等は、適正かつ適法な手段で行ないます。 

 

４．第三者提供の制限 

法令により例外として扱われるべき場合を除き、あらかじめ本人の同意を得ることなく、個

人情報（特定個人情報を除く）を第三者に提供しません。 

また、マイナンバー法により例外として扱われるべき場合を除き、本人の同意の有無に関わ

らず、特定個人情報を第三者に提供しません。 

 



５．安全管理措置 

取扱う個人情報を利用目的の範囲内で正確・最新の内容に保つよう努め、また、安全管理のた

めに必要・適切な措置を講じ従業者および委託先を適正に監督します。 

６．保有個人データの開示等 

 本人からの、保有個人データの利用目的の通知、開示、内容の訂正・追加・削除、利用の停止、

消去の求めに対し、法令に基づき対応します。 

○保有個人データとは、保護法に定める当財団が開示等を行う権限を有する個人データであって、

政令で定めるもの以外のものをいいます。

７．苦情の処理 

取扱う個人情報に関する苦情に対し、適切かつ迅速に対応します。 

８．取扱・管理の改善 

個人情報の取扱いおよび管理に関する内部監査を計画的に実施し、改善につとめます。 

> 個人情報保護法に基づく公表事項等に関するご案内 

以 上

https://www.foodscjapan.org/pdf/guideline.pdf



